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研究成果の概要：研究成果は三つの柱から成っている。第一は、社会的迷惑行為や社会的逸脱

行為に関する個人内生起モデルを扱った研究である。第二は、集団内で生起する迷惑行為が集

団の組織風土や集団へのアイデンティティによって異なることを、大学の部活動やサークル集

団で検討した。弟三は、社会的環境（地域の集合的有能感や地域行事への参加など）が子ども

の社会化（子どもの向社会的行動や逸脱行動）に及ぼす影響を検討した。 
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２００５年度 1,900,000  0  1,900,000  
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総 計 7,300,000  1,050,000  8,350,000  

 

 

研究分野：社会科学 

科研費の分科・細目：心理学・社会心理学 

キーワード：社会的迷惑行為・社会的逸脱行動・社会的ルールの知識構造・社会的自己制御・
組織風土・集団アイデンティィ・集合的有能感・向社会的行動 
 
１． 研究開始当初の背景 
(1)1997 年から始めた「社会的迷惑行為」の
研究テーマは、三つあった。第一は、人々が
社会的迷惑行為をどのように認知（構造化）
しているのかであった｡第二は、人々が感じ
る社会的迷惑の根拠がどのような理由に基
づいて行われるかについてであった。弟三は、
社会的迷惑行為に対する対処法は、各個人が
持っている社会考慮や社会認識とどのよう
に関連するのかであった。                  
(2)第四のテーマとして、社会的迷惑の発生

を抑制するような教育の可能性について検
討を始めたのは、2000年からである。約 4年
間、附属中学校入学者を対象に学年進行と共
に、教育プログラムを開発し、実施した。完
成年度の翌年は、教員が自分たちでできるよ
うに 1年間指導した。 
 
２．研究の目的 
(1)社会的逸脱行動を抑止するための心理教
育プログラムを実施し、社会的ルールの知識
構造・認知的歪曲・社会的逸脱行為に改善が
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みられるかどうかを検証した。 
 
(2)社会的迷惑行為および逸脱行為といった
反社会的行動に及ぼす自己制御の影響過程
について、脳科学的基盤が仮定されている気
質レベルの自己制御と、成長の過程で獲得さ
れた能力レベルの自己制御の 2側面に着目し、
気質と能力の因果関係を含めた包括的なモ
デルの検討を行った。 
 
(3)二者間で成立する衡平性の原理を第三者
に拡張し、援助行動の正の連鎖と同様に、迷
惑行動の負の連鎖が起きるかを検証した。 
 
(4)大学生の部活動・サークル集団における
迷惑行為の生起および認知に、組織風土と集
団アイデンティィが及ぼす影響を検討した。 
 
(5)信頼感と裏切られ不安が仲間集団排他性
と学級享受感を媒介し、いじめ否定仲間規範
およびいじめ制止仲間規範に与える影響に
ついて検討した。 
 
(6)地域住民相互の信頼や協力関係に基づく
集合的有能感が、向社会的行動を直接促進す
る直接効果と、地域に対する愛着を介して向
社会的行動を促進する間接効果の両方を組
み込んだモデルを検討した。 
 
３．研究の方法 
(1)中学校 1 年生 6 学級を対象に、吉田ら
(2002;2005)のソーシャルライフ・プログラ
ムと EQUIPプログラムを参考に 5セッション
実施した。効果の測定は、事前事後の 2 回、
葛藤場面を利用した社会的ルールの知識構
造、認知的歪曲尺度、社会的逸脱行動尺度を
使用した。心理教育プログラムの実施は、授
業を利用し月に 1回のペースで行った。 
 
(2)高校生と大学生を対象に、自己制御の気
質レベルを測定するために行動抑制システ
ム(BIS)/行動接近システム(BAS)、実行注意
制御(EC)、能力レベルは社会的自己制御
(SSR)尺度を用いた。 
 
(3)大学生を対象に 2つの仮想場面(傘と報酬
の分配)を用い、援助または搾取をされたと
き、同様の場面で第三者にどう振る舞うかを
質問した。 
 
(4)国立私立の複数大学で体育会系 6 団体、
文化系 7団体に属する 1-4年生に質問紙を実
施した。内容は、組織風土、集団アイデンテ
ィティ、迷惑行為の認知である。 
 
(5)中学生を対象に質問紙調査が実施された。
内容は、いじめに否定的な仲間規範、学級享

受感尺度、信頼感、信頼感・裏切られ不安尺
度・仲間集団排他性尺度である。 
 
(6)7 中学校の生徒を対象に質問紙が実施さ
れた。内容は、集合的有能感、地域に対する
愛着、向社会的行動、社会的迷惑行為である。 
 
４．研究成果 
(1)社会的ルールの知識構造における質的な
側面であるルール適切性の得点が、特に女子
において、事後テストで上昇していた。認知
的歪曲の責任の外在化は、男女ともに減少し
ていた。つまり、心理教育プログラムの実施
は、社会的情報処理に関する指標を適応的な
方向へ変化させる効果を示した。しかし、逸
脱行為傾向に対する影響は見られず、遅延効
果や発達的影響による解釈が行われた。 
 
(2)SSRの自己主張的側面は BIS/BAS,ECから
の直接効果が示されたのに対し、自己抑制的
側面は ECからの直接効果のみが示された。
また、気質レベルよりも能力レベルの自己制
御の方が、反社会的行動に強く影響を及ぼす
ことが示された。さらに、社会的迷惑行為と
逸脱行為とでは、気質レベルの自己制御から
の直接効果に差異が示され、前者は EC,BAS
からの直接効果、後者は BIS/BAS からの直接
効果が示された。能力レベルの自己制御と逸
脱行為の関連については、自己抑制と自己主
張の交互作用的影響が認められ、自己抑制能
力を身につけずに自己主張能力のみを身に
つけると、他者を配慮せずに自己中心的な行
動を行う自己主張能力として歪んだ形で現
れるために、逸脱行為に結び付きやすい傾向
が示された。 
 
(3)報酬の分配場面では、過少利得と過大利
得の両場面で衡平性の回復が試みられた。た
だし、同じ不衡平な状態であっても、被分配
後の満足感や公正さ評価は過大利得で高い。
傘場面では、第三者から衡平性回復の方法で、
搾取を容認する方向へと行動意図を変化さ
せていたことがわかった。 
 
(4)二段抽出モデルで、集団レベルと個人レ
ベルに分けて組織風土から迷惑行為へのパ
ス図を描いた。集団レベルでは、管理性から
集団活動に影響を及ぼすパスと、開放性から
集団内の人間関係に影響を及ぼす迷惑行為
へのパスが有意であった。個人レベルでは、
所属集団の開放性が高いと認知している成
員は、2 種類の迷惑行為の生起頻度が低いと
認知していることがわかった。迷惑度認知に
関しては、組織風土と集団アイデンティティ 
の交互作用効果は見られなかった。 
 
(5)男女別に構造方程式による因果モデルを



 

 

検討した。男子は、信頼感と裏切られ不安が
学級享受感を介して、いじめ否定仲間規範に
影響を及ぼしていた。裏切られ不安は、いじ
め制止仲間規範に直接影響を及ぼすだけで
なく、仲間集団排他性を介して、間接的にも
影響を及ぼしていた。女子の場合は、信頼感
→学級享受感→いじめ否定仲間規範と裏切
られ不安→仲間集団排他性→いじめ制止仲
間規範のルートが分かれていた。学級享受感
はいじめ制止仲間規範にも影響を及ぼして
いた。仲間集団排他性は、いずれも学校享受
感には負の影響を及ぼしていた。 
 
(6)構造方程式による因果モデルを検討した。
集合的有能感のうち、社会的凝集性・信頼の
因子および共同体環境統制因子は地域に対
する愛着を促進し、向社会的行動を生じさせ
ていたが、問題行動統制の因子は、地域に対
する愛着をわずかに促進させるが、必ずしも
社会的迷惑行為を低減させているという結
果は得られなかった。 
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